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廣田 勇京大名誉教授が，気象ブックスのために書

き下ろしたエッセイ集である．著者は，長年，気象研

究の第一線で活躍し，また本学会の理事長を９年間務

めた．今年になって公務から解放され，自由な気分に

ひたりながら，自然科学のみならず，美術，文学，社

会問題に対する独自の視点を示したのが本書である．

前書きによれば， 時間をかけて貯えてきた数多くの

知識や経験を，もう一度自分の好みにあった方法で組

みなおしてみると，そこにはこころ豊かな新しい世界

が生まれてくる．……それまでは一見別の世界のこと

だと思われていた他のことがらの間に，ある種の類似

性・親和性のようなものが相似形にように浮かび上

がってくるに違いない．」というわけで， 気象ブック

ス」シリーズに入っているが，気象の解説書というよ

りは文学に近い．

著者は，同じ気象ブックスシリーズで， 気象の遠

近法」（1999）を出版している．そこでは，グローバ

ルな視点でみた大気環境の構造が，独自の語り口で述

べられていた．野球や詩歌などの比喩がたくみに使わ

れていたが，それは，あくまで，説明のための脇役で

あった．本書では，その脇役が主役になった感じがす

る．

エッセイであるから，知識を体系的に述べているわ

けではない．しかし，多少のニュアンスの違いによっ

て，内容は以下の３部構成になっている．

第１部「気象のことば」

第２部「我田引水」

第３部「科学のこころ」

第１部では， なぜ気象ということばの中にゾウが

いるのか」という意表をついた問題設定を行うことに

より，語源を理解することによって，全く違う意味の

間に，ある種の関係があることを示す．私は，本書

で，熱帯（tropics）と流体力学に出てくる等方性

（isotropy）が同じ意味の言葉から出ていることをは

じめて知った．著者は言葉によほど興味を感じるらし

く，知らない言葉に出会うと語源まで遡って理解しな

いと気がすまないようである．まさに，研究者魂とい

うべきか．

第２部でも言葉にこだわる．日常生活で使われる言

葉を取り上げて，それが専門的な研究を行う場合の姿

勢に深く関係していることを示す．自分の専門領域に

話を引き込むので， 我田引水」なのである．大学院

生が研究を行ううえの心得として，参考になる内容で

ある．

第３部では，著者の心に響いたエピソードを集めた

ものである．ここでは，論理的思考の重要性が強調さ

れる．自然科学は理性によって論理的にものを考える

が，一般社会では，必ずしもそうなっていない．いい

加減な論理がかなりまかり通っている．著者は，妥協

することなく，この風潮を批判する．特に，コン

ピューター・シミュレーションの偏重と，その延長上

にある地球温暖化問題が俎上に上げられる．なんでも

地球温暖化を原因にしてしまう社会風潮を「地球温暖

化症候群（省略する場合は地温症)」と呼ぶことを提

案している．

第１部は11テーマ，第２部は13テーマ，第３部は10

のテーマから構成されるから，個々のエッセイは平均

約６ページの短い内容である．本書を読んで，指揮者

の團伊久磨氏のエッセイ「パイプの煙」を思い出し

た．才気煥発という点，読んでいて，笑いがこみ上げ

てくる点が似ている．するどい批判であっても，どこ

となくユーモアを感じさせる．廣田研究室のお茶の時

間に，大学院生を相手に雑談している著者の姿が目に

浮かぶ．

気象のことば 科学のこころ」という率直な表題

と対応して，文章もこころよいリズムをもって読みや

すい．寺田寅彦に代表される科学者の随筆は，いまだ

健在という感じがした．本書には，自然研究の基本姿

勢に関するメッセージがいろいろ示されているので，

気象学をめざす大学院生にぜひ読んでほしい本であ

る．

(放送大学 木村龍治)
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